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蛋白研受入担当教員名 藤原敏道 
１）先ず、移設した CW-ESR 装置を整備した。DNP-NMR 用分極化剤（スピン標識化合物）を開発す
るため、その有用性を探索する研究を支援した。今回は、X バンド ESR を用い、Mn2+錯体や有機ラジ

カルならびに藤原研究室が化学合成した新規化合物であるMn2+錯体‒有機ラジカル結合体のESRスペク
トルを測定した。次にソフトを用いたシミュレーションによるスペクトルフィットを行い、g値や超微細
相互作用定数の最適値を精度よく得ることができた。藤原研究室では、これらのパラメータと Qバンド-
パルス ESR により別途にもとめた緩和定数 T1eを用いて DNP-NMR 効率をシミュレーションし、効率
向上を目指す研究が行なわれている。 
２）生命活動を担っているタンパク質の立体構造がどのように機能を発現させているのかを原子レベル

で明らかにすることを目的とし、心筋拍動の制御タンパク質や細菌のイオン輸送およびモーター蛋白質

などの運動／輸送系ならびに遺伝子制御系の研究をおこなっている。ここでは、主に蛋白研で実験した

後者の研究成果について述べる。エピジェネティクス制御に関与するヘテロクロマチンタンパク質

（HP1）は、CSDと CDを２つのドメインをもち、それらの間に intrinsic disorder region (IDR)からな
るヒンジドメイン(HR)があり， CD-HR-CSD構造をとり、CSD同士は結合して dimerを形成する。CD 
をスピンラベル標識して CW-ESRを測定したところ、その回転相関時間は CD分子量から推定される自
由回転相関時間にほぼ一致したので、CD は自由回転しており CD 同士の相互作用は小さいと考えられ
る。さらに CD間距離はパルス-ESR(DEER/PELDOR)測定からは、測定できない程>6-7nmであるとい
う preliminaryデータも得ている。つぎにメチル化ペプチドを添加して CDラベルの CW-ESR測定した
ところ、結合による CDの分子量増大と推定される僅かな回転相関時間の増大がおこった。同様に DNA
添加によっても CDの僅かな運動束縛がおこった。したがって、今回の研究により HP1の立体構造とダ
イナミクスを解析することに成功し、HP1 がヒストン-DNA 複合体を不活性化する構造基盤を調べる枠
組みが得られた。 
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